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日本防災設備協同組合は、5月 21日 (木)午後3時から東京ガーデンパ レ

スで第48回通常総会を開催 した。磯部副理事長の開会宣言で始まり、廣江理

事長挨拶のあと、司会の白木理事から出席者は委任状を含め99名で通常総会

が成立する旨定数報告があつた。続いて廣江理事長が議長に選任され、議案

の審議が行われ、第 1号議案から第7号議案までの議案が満場一致で可決承認

された。

総会終了後、表彰式と講演会が行われた。はじめに平成26年度共同購買事

業に貢献された10社の組合員に廣江理事長から感謝状と記念品を贈り、感謝

の意を表 した。次に組合員から推薦された勤続 15年以上の優秀な社員 6名 に

対 し、表彰状と記念品を贈 りその功績を称えた。

引き続き 「遺言について」税理士小出絹恵先生による講演会が持たれた。
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表紙写真 /「高尾山」

撮影場所 /高 尾山入 り□

撮 影 者 /岡 野 和郎

発 行/日本防災設備協同組合

編集人/「防災設備」編集委員会

東京都文京区本郷 1丁目15番6号

TEL 03-3813-9650(ft)
FAX 03-3813-9460

E― mail(事務)nichiboukyoul@io.ocn ne.ip

(営業)nichiboukyou2@dune.ocn.ne ip
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皆様にはご多用中にもかかわらず、第48回通常総会に参加

頂きありがとうございます。わたくしが理事長を仰せつかっ

て早 1年になります。

お陰さまで、当組合の事業の 3本柱の一つである共同購買

事業は目標金額をクリアーすることができました。皆様のご

協力を感謝申し上げます。ありがとうございました。

理事長

広江 隆―

当組合が力を入れている事業のもう一つは教育事業です。昨年度は、講習会参加

者に間口を広げるべく前年度に比べ参加費を特別に低 くして実施 しました。

消防設備士受験準備講習会 (第 6類 )、 防排煙設備実務講習会 ともに予定定員を

オーバーする盛況でした。関係各位のご協力、ありがとうございました。

今年度も引き続き教育事業に力を入れて行きます。出来れば秋頃、関西の方面で

も防排煙設備実務講習会を開きたいと考えています。

2年前に当組合委員会で編集 し、組合 としてテキス ト「防排煙設備実務要領 I」

を出版 しましたが、今年の 6月 頃をめどに、その続きとして 「防排煙設備実務要領

Ⅱ」を出版する計画を進めています。出来次第皆様のお手元に送付させて頂きます。

「防排煙設備実務要領」の編集、出版に当た り、関係各位に多大なるご支援ご協力

を頂いたことを感謝申し上げます。

三つ 目の大切な事業である情報伝達に関しては、組合機関誌 「防災設備」を年 2

回発行 し、組合員はじめ全国の消防関係者に送付、また 「防災組合ニュース」は組

合員全員に毎月送付 しています。

昨年度から組合役員が新 しくなり、不慣れなためぎこちないところも多々あつた

かと存 じますが、全力で皆様の事業繁栄のため尽す所存です。本年度も宜 しくお願

い申し上げます。
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磯部副理事長 開会宣言 廣江理事長 挨拶 自木理事 司会 税理士 」ヽ出絹恵先生

通常総会風景

IP「

1競 :

懇親会風景
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●感謝状の受賞者は平成26年度の
共同購買事業に貢献された次の方々です。

《感謝状受賞者》

●表彰状の受賞者はそれぞれの会社で永年勤続
され、その功績を認められた次の方々です。

《永年勤続表彰》

■甲申1裕旱町‐
(0ゅ うが|ひろのり)

漆事参祥‐晉‐干辱IPI:
■鈴木‐和博|

|てすすぎ|かすoみ )

1株式会社1彙向隣美| 1久野1晴之|

(く の はるゆき)

ふⅢI¥拳崇 有L勢1 浩
|(のせヽ ひろ―し)

株式会狂|マス多|■ズエ業| .,...8 ...H8
(l-U b'"ar)

■ル十■Ⅲ暴
■山由稜華|

|(,本●:こもゆ
=)

日丸竜贋走森量協議置 れ襄最結後1荻 奥ヽ美

代表取締役

Ⅲ‐義犠‐讐中電
1有曝傘

～
1材ン,7陣栞 1岱毒ユ締役■菱藤|1洋■|

1義1襄藪巌獲1幸摩1尭藪|

株式会社 利 幸

平界坤*平き,‐体事含準
|‐
||■

‐  ‐
・ 11111‐

 .■
|‐

  ‐
■ ■ ‐  |■

|:

学‐泰平彎鮮1炉杢1炉詭|

ノー`測防災設備1株式会社
～
毒熟鏑律|1高悔1貯未|

株式会社1良電社 代表載締役1鏡容1直■|



関東山地の南東端にある高尾山は、標高約600メ
ートルの小さな山ですが、暖温帯の上限に当たり、変

化に富んだ森林が守られてきたため、樹齢数百年にも及ぶブナの原生

林を初め、1320余の埴物種、5000種の昆虫、150種の野鳥など、

日本に生息あるいは渡来する野鳥のうち、3割が見ることができるとい

います。



*このコーナーヘの投稿を

お待ちしております

=写
真のテーマは自由です

=

,次の文章をお付けください
。写真のタイトル

・撮影者名
・撮影地

・コメント1100字程度 :



6月 19日 (金 )文京シビックセンター会議室において第 10回青年部通常総

会が行われた。今年より青年部の担当役員に就任 した廣江理事長のあいさつに

始まり続いて議案審議に入 り、平成26年度事業報告、会計報告、平成27年度

事業計画 ・予算案が承認された。

現在青年部会員は22社、28名である。

皆様方 におかれましては日頃スポットチェッカーをこ利用

いただき誠 に有難うこざいます。

スポットチェッカーは形を変えながら約50年間皆様 にこ利

用を頂きましたが保守部 品の確保・修理 が困難 な状況 とな

つてきました。つきましては2015年 12月末 日をもちまして

修理、メンテナンスを終了させて頂きます。

尚、保守部 品の状況 によつては上記の期 日以前 に対応を

終了させていただく場合がこざいますがこ了 77Kく ださい。

日本防災設備協同組合

代 表 理 事  廣 江 隆一
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一鼈一晰

1.名 称

日本防災設備協同組合

2.趣 旨

当組合は中小企業協同組合法に基づき、国土交通省 (旧建設省)の認可を得た事業協同

組合です。組合員の相互扶助の精神に基づき、組合員のために必要な協同事業を行い、

もつて組合員の自主的な経済活動を促進し、かつ、その経済的地位の向上を図ることを目

的としています。(組合定款第 1条 )

3地 区

現在加入組合員の地区は、東京都・ネ申奈川県 0埼玉県・千葉県 0茨城県・栃木県・群馬県・

山梨県。長野県。新潟県・静岡県・愛知県。岐阜県・岡山県・宮城県・大阪府及び北海道の

区域です。(組合定款第3条 )

4.事 業

消防施設工事用及び点検設備用資材の共同購買を主体として、共同受注、研究。開発、

教育・講習、情報提供、親睦・レクリエーション・福利厚生等の事業を行っている。(組合定

款第7条 )

5.組合員加入資格 (組合定款第8条 )

消防施設工事又は点検設備を行う小規模の事業者であること。

6.加入申請等

(1)提 出書類 力日入申込書 会社経歴書 登記簿謄本

(2)費用 出資金 (1日 、1万円)3日 以上・加入手数料 1万 円

(3)申 請に必要な書類が提出されると、理事会で承認、不承認を決定し、申請者に通知し

ます。なお、組合員になった場合は、賦課金 (組合費)として毎月6,000円 を3ケ月

ごとに納入して頂くことになります。

7.募集期間

随時、事務局で受け付けています。申請書及び 「組合員のしおり」を希望する方は、事

務局へご連絡ください。

8沿 革

口所在地  東京都文京区本郷一丁 目15番6号 MKビル2階

事務局  電話 (03)3813 9650 FAX(03)38139460

E―mail nichiboukyoul@iO.Ocn.ne.jp   URL http://nichibou.main.jp/

・設立年月日 昭和38年 10月 31日

・認可年月日 昭和39年 1月 22日 、建設大臣

口組織 (現在)関 東を中心とした17都道府県・組合員130社 事務局 専従職員5人

一鼈一辟
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こ

安全の未来を《形》にする能美防災
都市生活と同じように、休むことなく稼働し続ける防

災システム。私たちの生活を守るこれらのシステム

は、24時間動き続けるいわば都市の心臓部。

いつも安心で快適な毎日の生活のためのネットワー

ク・システムを実現します。

育ヒ美 防 災 株式会社

社/〒 102-8277東京都千代田区九段南4-7-3

丁EL.(03)3265-021l FAX,(03)3263‐ 4948

本

連結送水管 耐圧機能点検やります W9
業界随一の実績と品質を誇るプロサスだからこそ出来る

基本サービス
《トータルサービスの内容》

耐F■性能試験 /点検票の作成 /不良時の原因調査

オプションサービス
事前調査 /空気圧予備試験 (乾式のみ )/放水試験 /不良箇
所の改修、修理 /ホースの耐圧性能試験 /点検現場写真

平成19年 7月 現在で既に3000件を超す点検実績

事前改修に対応

あらかじめ不良のある事が予想される物件では、不良箇所等の事前改
修を行つてから点検を実施することで、不慮の事故を未然に防止する
事が出来ます。

有資権者t=よる点検■■■
‐    |      |

経験豊富な消防設備士、消防設備点検資格者が実施する安心な点検で

す。

ホースの耐震点検・交換も実施           |
弊社はメーカとの直接取引きによる豊富な販売実績がありますので、

非常にお得な価格でのご提供が可能となります。

実際の消防ポンブ車と同じA-2級水槽付消防ポンプを装備した検査測

定車を使用し実施する誰もが納得できる点検です。

改修工事の見積・施工を速やか

`=集

溝|  ||■■■■  |
不良が見つかつた場合でも、他業者を捜すことなくそのまま弊社に

お頼みいただけます。

もtもの時も安心■    |==:=1■ ‐ |1111111‐  ||
点検中の過失による事故等に対しましては最高限度額 2億円の損害
賠償保険が適用されますので安心してご依頼ください。

《お問い合わせはこちら》

l-" xttautAT 'rlu: &+r.E^
〒1620041東 京都新宿区早稲田鶴巻町 519番 地 早稲田松浦 ビル lo国  setSubl@prosuS CO ip

Te: 03-5272-9991      Fax 03-5272‐ 9797 1 湮昌 http:ノ/― prosus co Jp

修理・調整・交換工事
排煙回、排煙窓、防大ダンパー

設備点検 特殊建築物調査

厨房ダクト・フード・グリスフィルター清掃

有限会社 ダ ン メ ン
東京都文京区後楽2¨2‐ 10

変「 03-5689-3551
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◎消防設備の保守点検業務、消防設備工事における法律上の損害賠償をカバー

「団体賠償責任補償制度」
(請負業者賠償責任保険十生産物賠償責任保険)

◎役員 。従業員のおケガを24時間幅広く補償

「団体傷害保険」
(普通傷害保険)

上記に関するお問い合せは、組合事務局または下記の取扱い代理店へこ連絡ください。

[取扱代理店]株式会社 サンリビング   [ョ 1受保険会社]三井住友海上火災保険株式会社

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町1‐ 5…6 〒10卜8011 東京都千代田区神田駿河台3… 11‐ 1

第10中央ビル三洋化成工業 (株 )内
丁EL03‐ 3259… 3990/FAX 03-3291¨ 4684

丁E L03‐ 3241¨ 1761/FAX 03… 3241… 1930

あれも。これもゃみんなホー〒チキで―す。
ホーチキは●囀火費薇無システム.澤費シス攣ム.トンネル勝濃シス事た。ネ

'ト

ワニ夢シス事二、

―

テム
な

“

警 ・
―

樹 コン
"ィ

ン7/Eンジニアリング,― びメンテナンネを督灘 です。
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“現場で役立つ機械排煙設備の仕組み"

実務要領 Iで は、ダンパー、排煙口・窓、垂れ壁などを挙げました。

本書では、排煙設備の中でも、排煙機や送風機を用いた設備について、構成する

機構・音5材 を写真入りで具体的に解説 しています。

この一冊で、フアン、モーター、エンジン、蓄電池などを理解できます。

消防設備の業務に携わる方でも、建築設備としての防排煙設備を習得し、仕事に

つなげていくことが大切です。

<本書内容の紹介>
機械排煙について、法令に定める事項

機械排煙方式の制御・監視、排煙起動盤について

排煙ファンについて

電動機、エンジン、動力伝達装置

予備電源、蓄電池、充電装置、排煙設備の保守点検

編集 :日 本防災設備協同組合 防排煙設備検討委員会

発行 :日 本防災設備協同組合

TEL 03-3813-9650   httpノ/nichibou.mainjp/

定価 :4,000円 (消費税別途)

取扱い

ご注文数|    1冊

実 務 要 領 Ⅱ購 入 申 込 書

日本防災設備協同組合 行 FAX 03-3813-9460
〒113-0033 東京都文京区本郷 1-15-6

会 社 名 申込先とご送付先が異なる場合は下記に記入

ご注 文 者

ご連絡先 a FAX 8 FAX

ご 住 所
〒|  卜

|

〒 EIコ ー|   |

申込 日付 年 月 日平 成


